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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成30年8月16日(2018.8.16)

【公表番号】特表2017-501330(P2017-501330A)
【公表日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-002
【出願番号】特願2016-536738(P2016-536738)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２２２　
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ４００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月6日(2018.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車システムの分解ユニット（２）を積載する若しくは再積載する方法であって、
　前記分解ユニットはアンモニア前駆体を受け取るように構成されており、前記自動車シ
ステムは、
‐前記分解ユニットに連通する給油管（７）
を備え、
　前記アンモニア前駆体を分解するように適用された少なくとも１つのタンパク質成分を
含む少なくとも１つのカプセル（３）が、前記給油管を通じて導入され、次いで前記給油
管を通じて前記分解ユニットに向かって案内される、方法。
【請求項２】
　前記自動車システムは、アンモニア前駆体の貯蔵のための容器（１）を備え、前記分解
ユニットは、少なくとも部分的に前記容器の内側に、及び／又は前記アンモニア前駆体を
含む前記容器の壁に、配置されていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記給油管は、一部分（７１、７３）が前記容器の外側にあり、他の部分（７２、７４
）が前記容器の内側にある状態で前記容器の壁に取り付けられており、前記容器の内側の
前記給油管の部分は前記分解ユニットに接続されていることを特徴とする請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記容器の内側の前記給油管の部分は少なくとも１つの貫通孔（９）を備え、前記貫通
孔は、アンモニア前駆体が前記容器の中を流れるのを可能にするようにサイズを決められ
、前記カプセルのサイズは、前記貫通孔のサイズより大きいことを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　アンモニア前駆体は、導入された前記カプセルを前記分解ユニットの中に押し込むよう
に、前記給油管を通じて導入されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載
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の方法。
【請求項６】
　前記カプセルは２つの半体シェルから成り、前記半体シェルは、組み立てられる２つの
別の部品として製造されることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、前記タンパク質成分がその上に不動化される基
板を保持／維持するように構成されたバッフル（３０２）を備えることを特徴とする請求
項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は少なくとも１つの開口部（３０３）を備え、該開
口部（３０３）を通じて前記アンモニア前駆体が前記タンパク質成分と接触するように流
れることができることを特徴とする請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、表面に形成された少なくとも１つの窪んだ凹部
（３０４）及び／又は少なくとも１つの突出部を備えることを特徴とする請求項６～８の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記自動車システムがＳＣＲシステムであることを特徴とする請求項１～９のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法を適用するための自動車システムであって
、
‐アンモニア前駆体を分解するための分解ユニット（２）であって、前記分解ユニットは
、アンモニア前駆体を受け取るとともに、前記アンモニア前駆体を分解するように適用さ
れた少なくとも１つのタンパク質成分を含む少なくとも１つのカプセル（３）を受け取る
ように構成されている、分解ユニット（２）と、
‐前記分解ユニットと連通状態にある給油管（７）であって、前記給油管は、前記カプセ
ルを受け取り、前記分解ユニットに向かって案内するように構成されている、給油管（７
）と、
を備える、自動車システム。
【請求項１２】
　アンモニア前駆体の貯蔵のための容器（１）を備え、前記分解ユニットが、少なくとも
部分的に前記容器の内側に配置されている、及び／又は前記アンモニア前駆体を含む前記
容器の壁に配置されていることを特徴とする請求項１１に記載の自動車システム。
【請求項１３】
　前記給油管は、一部分が前記容器の外側にあり、他の部分が前記容器の内側にある状態
で前記容器の壁に取り付けられており、前記容器の内側の前記給油管の部分は前記分解ユ
ニットに接続されていることを特徴とする請求項１２に記載の自動車システム。
【請求項１４】
　前記容器の内側の前記給油管の部分は少なくとも１つの貫通孔を備え、前記貫通孔は、
前記アンモニア前駆体が前記容器の中を流れるのを可能にするようにサイズを決められ、
前記カプセルのサイズは前記貫通孔のサイズより大きいことを特徴とする請求項１３に記
載の自動車システム。
【請求項１５】
　前記自動車システムがＳＣＲシステムであることを特徴とする請求項１１～１４のいず
れか一項に記載の自動車システム。
【請求項１６】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法における使用のためのカプセルであって、
前記カプセルは２つの半体シェルから成り、前記半体シェルは、組み立てられる２つの別
の部品として製造されるカプセル。
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【請求項１７】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、前記タンパク質成分がその上に不動化される基
板を保持／維持するように構成されたバッフルを備えることを特徴とする請求項１６に記
載のカプセル。
【請求項１８】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、それを通じて前記アンモニア前駆体が前記タン
パク質成分と接触するように流れることができる少なくとも１つの開口部を備えることを
特徴とする請求項１６又は１７に記載のカプセル。
【請求項１９】
　前記シェルのうちの少なくとも一方は、表面に形成された少なくとも１つの窪んだ凹部
及び／又は少なくとも１つの突出部を備えることを特徴とする請求項１６～１８のいずれ
か一項に記載のカプセル。
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